
資料４

平成２６年度千葉県公立高等学校入学者選抜の検査の内容等について

千葉県教育庁教育振興部指導課

注意 この内容は平成２５年６月末現在の集計結果であり，今後，平成２６年度千
葉県公立高等学校入学者選抜実施要項で正式に定めます。

１ 前期選抜
全日制（地域連携アクティブスクールを除く ）及び定時制の課程のすべての学。

校・学科で実施します。
この選抜においては，各高等学校は，第１日に５教科の学力検査を実施し，第２

日に面接，集団討論，自己表現，作文，小論文，適性検査，学校独自問題による検
査及びその他の検査の中から，学校の特色に応じて１つ以上の検査を実施します。
そして，調査書，志願理由書等の書類の審査，学力検査の成績及び各高等学校で実
施した検査の結果を資料として総合的に判定します。

， ， 。学力検査において 国語の聞き取り検査 英語のリスニングテストを実施します
(1) 前期選抜枠

選抜枠は，各高等学校の普通科では募集定員の３０％以上６０％以内，専門学
， （ ）科では５０％以上８０％以内の範囲から各高等学校が定めており その割合 ％

を別表に記載してあります。
なお，県立関宿高等学校は，特別入学者選抜を実施するため２０％程度となり

ます。
選抜枠の割合ごとの学校・学科の延べ数 （ ）は昨年度のデータ

前期選抜枠 全日制の課程 定時制の課程
１２８校２０９学科 １７校２０学科

（１２８校２０８学科） （１７校２０学科）

８０％ ４３校 ８４学科 ２校 ３学科
（４３校 ８４学科） （ ２校 ３学科）

７５％ ５校 １１学科 ０校 ０学科
（４校 １０学科） （ ０校 ０学科）

７０％ １校 ２学科 ０校 ０学科
（２校 ３学科） （ ０校 ０学科）

６０％ １０６校１１０学科 １４校１５学科
（１０６校１１０学科） （１３校１４学科）

５０％ １校 １学科 ２校 ２学科
（ ０校 ０学科） （３校 ３学科）

２０％程度 １校 １学科 ０校 ０学科
（ １校 １学科） （ ０校 ０学科）



(2) 各高等学校において実施する第２日の検査の内容
各高等学校において，面接，集団討論，自己表現，作文，小論文，適性検査，

学校独自問題による検査及びその他の検査のうちからいずれか一つ以上の検査を
実施します。各高等学校において実施する検査は別表のとおりです。
ア 各検査を実施する学校・学科の延べ数 （ ）は昨年度のデータ

前期選抜の 全日制の課程 定時制の課程
第２日の １２８校２０９学科 １７校２０学科
検査内容 （１２８校２０８学科） （１７校２０学科）

面接 ８９校１４５学科 １７校２０学科
（ ８７校１４０学科） （１７校２０学科）

集団討論 ０校 ０学科 ０校 ０学科
（ ０校 ０学科） （ ０校 ０学科）

自己表現 ３８校 ５４学科 １校 １学科
（ ３７校 ５３学科） （ １校 １学科）

作文 １３校 １７学科 １校 １学科
（ １２校 １６学科） （ １校 １学科）

小論文 １校 ２学科 １校 １学科
（ ２校 ３学科） （ １校 １学科）

適性検査 ２３校 ３５学科 ０校 ０学科
（ ２４校 ３６学科） （ ０校 ０学科）

学校独自問題 １校 １学科 ０校 ０学科
による検査 （ ３校 ４学科） （ ０校 ０学科）

その他の検査 １校 １学科 ０校 ０学科
（ １校 １学科） （ ０校 ０学科）

イ 実施する検査の数 （ ）は昨年度のデータ

前期選抜の 全日制の課程 定時制の課程
第２日の １２８校２０９学科 １７校２０学科
検査の数 （１２８校２０８学科） （１７校２０学科）

一つの検査 １０１校１６３学科 １４校１７学科
（１０２校１６２学科） （１４校１７学科）

二つの検査 ３３校 ４６学科 ３校 ３学科
（ ３３校 ４６学科） （ ３校 ３学科）

三つの検査 ０校 ０学科 ０校 ０学科
（ ０校 ０学科） （ ０校 ０学科）

一つの学校で学科により検査の数が異なる学校が６校（７校）あります。



２ 後期選抜
全日制及び定時制の課程のすべての学校・学科で実施します。
この選抜においては，各高等学校は，５教科の学力検査を実施し，面接等の必要

に応じた検査を実施します。そして，調査書，学力検査の成績及び面接等各高等学
校が必要に応じて実施した検査の結果等を資料として総合的に判定します。

， ， 。学力検査において 国語の聞き取り検査 英語のリスニングテストを実施します

(1) 各高等学校が必要に応じて実施する検査の内容
各高等学校は，必要に応じて面接等の検査を実施します。各高等学校において

実施する検査は別表のとおりです。
ア 各検査を実施する学校・学科の延べ数 （ ）は昨年度のデータ

後期選抜で 全日制の課程 定時制の課程
必要に応じて １２８校２０９学科 １７校２０学科
実施する検査 （１２８校２０８学科） （１７校２０学科）
内容

面接 ９３校１５１学科 １７校２０学科
（ ９５校１５４学科） （１７校２０学科）

作文 １校 １学科 ０校 ０学科
（ １校 １学科） （ ０校 ０学科）

適性検査 ５校 ５学科 ０校 ０学科
（ ６校 ６学科） （ ０校 ０学科）

その他の検査 １校 １学科 ０校 ０学科
（ １校 １学科） （ ０校 ０学科）

イ 実施する検査の数 （ ）は昨年度のデータ

後期選抜で 全日制の課程 定時制の課程
必要に応じて １２８校２０９学科 １７校２０学科
実施する検査 （１２８校２０８学科） （１７校２０学科）
の数

一つの検査 ９３校１５０学科 １７校２０学科
（ ９６校１５４学科） （１７校２０学科）

二つの検査 ４校 ４学科 ０校 ０学科
（ ４校 ４学科） （ ０校 ０学科）

一つの学校で学科により検査の数が異なる学校が４校（３校）あります。

３ 海外帰国生徒の特別入学者選抜（全日制の課程）
この選抜においては，調査書等の書類の審査及び各高等学校で実施した検査の結

果を資料として総合的に判定します。
(1) 実施する学校・学科 （ ）は昨年度のデータ

全日制公立高等学校 ２０校２７学科（２０校２７学科）
(2) 各高等学校の検査の集計 （ ）は昨年度のデータ

面接 １８校２４学科（１７校２２学科）
集団討論 ０校 ０学科（ ０校 ０学科）
自己表現 ４校 ４学科（ ４校 ４学科）
作文 ５校 ８学科（ ５校 ８学科）
小論文 ０校 ０学科（ ０校 ０学科）
適性検査 ０校 ０学科（ ０校 ０学科）
学校独自問題による検査 ０校 ０学科（ ２校 ３学科）
その他の検査 ０校 ０学科（ ０校 ０学科）



４ 通信制の課程の入学者選抜一期入学者選抜
通信制の課程においては，一期から五期に分けて入学者の選抜を実施します。こ

の選抜においては，調査書，志願理由書等の書類の審査及び高等学校で実施した検
査の結果を資料として総合的に判定します。
(1) 実施する学校・学科

県立千葉大宮高等学校普通科
(2) 一期入学者選抜枠

選抜枠は，募集定員から，通信制の課程の入学者選抜五期（秋季入学）入学者
選抜の募集人員（募集定員の１０％程度）を減じた人数の５０％程度

(3) 検査の内容
面接及び作文

５ 地域連携アクティブスクールの一期入学者選抜及び二期入学者選抜
地域連携アクティブスクールに指定された高等学校においては，前期選抜及び後

期選抜と同じ日に一期入学者選抜及び二期入学者選抜を実施します。この選抜にお
いては，調査書，志願理由書等の書類の審査及び高等学校で実施した検査の結果を
資料として総合的に判定します。
(1) 実施する学校・学科

県立泉高等学校普通科，県立天羽高等学校普通科
(2) 一期入学者選抜枠

県立泉高等学校普通科 ７０％，県立天羽高等学校普通科 ８０％
(3) 検査の内容
ア 一期入学者選抜
(ｱ) 県立泉高等学校 第１日 学力検査（国語，数学，英語）と作文

第２日 個人面接（自己アピールを含む）
(ｲ) 県立天羽高等学校 第１日 学力検査（国語，数学，英語）と作文

第２日 自己表現と面接
イ 二期入学者選抜
(ｱ) 県立泉高等学校 学校独自問題による検査（国語，数学，英語）と

個人面接（自己アピールを含む）
(ｲ) 県立天羽高等学校 口頭試問と面接

６ 各検査の内容の概略
(1) 面接

学習活動や学校生活に対する意欲・関心，あるいは，一般常識等を問う検査。
(2) 集団討論

複数の受検者に対して，同一のテーマを与え，司会者を定めないで自由に討論
をさせる検査。

(3) 自己表現
決められた時間内において，あらかじめ提出された受検者のテーマに従って発

表をする検査。
(4) 作文

指示された題名のもと（自由に書かせることを含む ）に文書を作成させる検。
査。

(5) 小論文
ある文章を与え，その全体又は一部について問い，受検者のものの考え方等を

みる検査。
(6) 適性検査

学校・学科の特色に応じて行う実技等の検査で，運動能力に関する検査，各学
校が指定する内容に関する検査等。

(7) 学校独自問題による検査
基礎・基本の定着をみる問題（別表では「基礎」と表記 ，思考力・応用力を。）

みる問題（ 応用 ）又は教科横断的な総合問題（ 総合 ）による検査。「 」 「 」
(8) その他の検査

(1)～(7)以外で，あらかじめ学校が示した方法による検査。
例

， （ ）。・聞き取りによる 日本語能力や基礎学力等の検査 聞き取り総合テスト
・集団に課題を与えて，活動を観察する検査（集団適性検査 。）
・リスニング形式による，社会への関心度や一般常識をみる検査（リスニング
による学校適性検査 。）



平成２６年度千葉県公立高等学校入学者選抜における

学力検査の実施教科及び出題方針について

１ 実施教科

⑴ 前期選抜

国語，数学，英語，理科，社会（各教科５０分，１００点満点）

※国語の問題は，放送による聞き取り検査を含む。

英語の問題は，放送によるリスニングテストを含む。

⑵ 後期選抜

国語，数学，英語，理科，社会（各教科４０分，１００点満点）

※国語の問題は，放送による聞き取り検査を含む。

英語の問題は，放送によるリスニングテストを含む。

２ 出題方針

⑴ 国語

ア 学習指導要領に基づき，３領域（ 話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「

「読むこと ）の基礎的・基本的な力がみられるようにする。」

イ 〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕の基礎的・基本的な力が

みられるようにする。

ウ 様々な文章について，内容を的確に理解し，書き手の伝えたいことなどを考

察する力がみられるようにする。

エ 与えられた材料について，自分の言葉で考えを適切にまとめたり，相手に的

確に伝えたりする力がみられるようにする。

⑵ 数学

ア 学習指導要領に基づき，数学の基礎的・基本的な知識・技能を身に付けてい

るかがみられるようにする。

イ 多面的にものを見ることや論理的に考えることの基となる，数学の理解力が

みられるようにする。

ウ 事象を数理的に考察し処理するための判断力及び表現力がみられるようにす

る。

エ 数学的な見方や考え方を総合的に活用するための思考力がみられるようにす

る。



⑶ 英語

ア 学習指導要領に基づき，英語の基礎的，基本的な知識や技能を，全領域にわ

たり身に付けているかがみられるようにする。

イ 「聞くこと」の領域では，音声を通しての理解力や応答力，大切な事柄を落

とさず聞き取り，適切に判断して答える力などがみられるようにする。また，

「話すこと」の領域では，対話文等により，文脈を理解し適切に発話する力が

みられるようにする。

ウ 「読むこと」の領域では，文や句の意味についての知識だけでなく，文章の

概要や要点を把握する力，筆者の意図や考え，文脈などを把握する力，文章や

図表等から読み取った情報を基に判断して思考する力がみられるようにする。

「 」 ， ， ，エ 書くこと の領域では 基本的な単語を書く力とともに 条件作文の中で

英語を用いて自分の考えなどをまとめ，表現する力がみられるようにする。

⑷ 理科

ア 学習指導要領に基づき，第１分野，第２分野からバランスよく出題する。

イ 基礎的・基本的な知識・技能を身に付けているかがみられるようにする。

ウ 科学的な見方や考え方を身に付けているかがみられるようにする。

エ 図や表を基に，科学的に判断する力や結果を表現する力がみられるようにす

る。

オ 課題を多面的，総合的にとらえ，科学的に思考し，解決する力がみられるよ

うにする。

⑸ 社会

ア 学習指導要領に基づき，地理的分野，歴史的分野及び公民的分野からバラン

スよく出題し，学習の成果が総合的にみられるようにする。

イ 基礎的な知識・技能を身に付けているかがみられるようにするとともに，現

代社会の諸問題に対する関心や理解の程度がみられるようにする。

ウ 統計や地形図，写真などの諸資料を活用して，社会的事象を判断・分析する

力，そしてそれを表現する力がみられるようにする。

エ 社会的事象を総合的に考察する力や筋道を立てて思考する力がみられるよう

にする。


